
 

2025 久留米・筑後体験演習 受講希望調査票 
 

※履修を希望する場合は、説明会に参加し、必ず申請して下さい。 

★説明会 4 月３日（木）1６：30～＠82B 教室 

2025年度久留米・筑後体験演習を受講されたい場合は、下記の演習先から第三希望まで選択し

て、Google フォームから回答をしてください。※希望者多数の場合は抽選による選考になります。 

提出期限：4 月４日（金）12：０0（厳守） 

 

 

提出場所：Google フォーム https://forms.gle/ouYvqZh9sx7WmKeUA    

※申請がきちんとできたか確認するため、メールアドレスを登録していただきます。教務課から連絡する等の使用はいたしません。 

●体験演習先一覧 

分野 NO 体験演習先 内容（体験して学ぶこと） 

文化 

1 久留米市美術館 美術館展示の準備作業や館内職員の役割の理解 

2 石橋文化センター 久留米市の文化振興の企画・広報の準備と活動体験 

3 福田屋染物店 旗づくり・染物体験による伝統工芸の理解と風土文化発信 

4 高良山同志会 市無形文化財の獅子舞を通して伝統芸能の継承について学ぶ 

福祉 

教育 

5 社会福祉協議会 地域で住民の福祉活動や高齢者サロン・子育て支援活動体験 

6 社会福祉法人こぐま福祉会 障害をもつ子ども・人を支援するスタッフの補助 

7 就労支援“藍”  精神・知的障害をもつ人とカフェでの食事準備・サービス作業 

8 小中学生の学習支援 小中学生の学習支援と子ども達との交流（※平日・土曜夕方の体験） 

9 子育て交流プラザくるるんるん 

インスタ QR コード→ 乳幼児や子育て中の保護者とのふれあい・子育て支援活動体験 

10 子どもプロジェクト 子ども・若者の居場所づくりに関する活動 

11 青少年科学館 日曜、祝日開催の科学工作教室（工作物は簡単）の補助、その他 

産業 

商業 

経済 

12 筑後川流域連携倶楽部 筑後川流域文化と経済振興の企画と実践活動 

13 久留米商工会議所 久留米市の商工業振興に関する企画と研修への参加 

14 株式会社駅前不動産 土地、事務所、住宅などの販売・賃貸・仲介業務等の実務理解 

15 
株式会社森光商店 

穀物専門カフェにて、カフェ業務全般について学ぶ（受け入れ先の状況によ

り、変更があります。2023年度は、流通工場での体験でした） 

16 
観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ国際交流協会 観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ協会の事業理解、観光振興活動体験 

17 道の駅 くるめ 地産地消における農業と商業の連携作業体験 

地域 

貢献 

18 NPO法人がんばりよるよ星野村 星野村での豪雨被害復興支援ボランティア体験と地域交流 

19 
くるめ災害支援ネット ハッシュ# 

久留米市とその周辺地域の被災地について学び、その復興支援活動や減

災につながる活動を体験 

 

 

※下線の引かれている施設は、右の QRコードからアクセス可能です。 

 

 

https://forms.gle/ouYvqZh9sx7WmKeUA
https://www.ishibashi-bunka.jp/kcam/
http://www.koguma.ed.jp/
https://takaco.jp/
https://www.instagram.com/kururun_kurume/
http://www.science.pref.fukuoka.jp/
http://www.kurume.or.jp/
https://www.ekimae-r-e-holdings.co.jp/
https://welcome-kurume.com/
https://www.facebook.com/hoshinosien/?locale=ja_JP
https://hash-kurume.localinfo.jp/


久留米・筑後体験演習  講義計画 

＊前期と後期に、それぞれ同じ内容の学外体験演習・学内講義が 行われます 

科 目 名 期別 単位数 開講年次 曜日 担当教員名 

久留米・筑後体験演習 (a) 前期 

久留米・筑後体験演習 (b) 後期 

半期 ２ 1年 土曜 篠倉 大樹 

村江 史年 

 

講義の 

目的 

久留米・筑後圏域をキャンパスと見立てるフィールドワークにより、１）地域の自然・歴史・文化、

少子高齢化、経済変動、地域社会の変化等の現代日本が直面する諸問題を地域の人たちと一緒に考

えること、２）久留米、福岡、日本、アジアそして世界を知ること、３）課題発見・探求能力、行動

力、社会性、コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力等の基礎的な力を身につける。 

到達 

目標 

人間力を養い、その後の大学生活において自分が学ぶべきことを認識して主体的に学問に取組む姿

勢を身に着ける。 

 

 

 

 

 

 

講義 

計画 

（ 新入生オリエンテーション時； 科目説明・受講希望調査 ） 

１ ガイダンス、グループ分け、体験演習の意義   

２ マナー、言葉づかい、社会規範、分野別注意事項  

３ 分野別専門講義 基本知識、学びのポイント   

４ 第 1回体験演習   

５ 第 1回体験演習   

６ 大学内講義 図書館活用、文献調査        

７ 大学内講義 図書館活用、文献調査 

８ 第 2回体験演習   

９ 第 2回体験演習   

10 大学内講義 レポート作成、グループワーク    

11 大学内講義 ディスカッション、発表資料作成  

12 第 3回体験演習   

13 第 3回体験演習   

14 大学内講義 プレゼンテーション  

15 大学内講義 プレゼンテーション     

 

準備 

学習 

毎回の体験演習の振り返り（事後学習・反省）を行い、次の体験演習までに充分な準備学習をするこ

と。その積み重ねが学習効果を高める。 

体験演習前は特に体調を整え、万全の状態で臨むこと。 

体験演習中は自身が成長することを意識しながら取り組むこと。 

履修の

注意 

欠席・遅刻は原則として認めない。学外演習において社会ルールを守り、責任ある行動を行うこと。

指示される報告や連絡は必ず行うこと。事前学習や演習において態度が不適切である場合は、現地

体験を中止する場合がある。 

評価 

方法 

体験先での地域講師による評価（50%）、学内講義の授業態度（30%）、レポートあるいはプレゼンテ

ーションの評価（20%）を総合して評価する。 

教科書

参考書 

必要に応じて適宜指示する。 

 

 


